
輪

読

果
圃
の
L
W
W
運
動

の
研
究
(
二
)

笛
川八
巻

(
笛
川五
號

三
〇

)

山ハ
「
占
ハ

米
國

の
一
.
W
W

運
動

の
研
究

口

米

田
.
庄

太

郎

　

….

四

米
國
に
於
け
る
労
働
組
合
と
肚
會
主
義
及
び
無
政
府
主
義
と
の
關
係

(

米
国
に
於
け
る
産
業
組
合
主
義
は
如
何
な
る
事
情

の
下
に
、
如
何
に
し
て
獲
生
せ
し
か
は
、
前
節
に
於
て
簡
軍

一
に
論
述

し
た
が
、
吾
人
は
之
れ

に
よ
り
て
革
命
的
産
業
組
合
主
義
を
唱
道
す
る
L
W
W
の
根
本
的

一
要
素
拠

る
産

　業
組
室

藷

起
源
蓮

屏
・
る
こ
羨

暴

・
患

・
.
併
・
虚

・
麗

筆

暮

護

・
唱
道
す
・
・

.

止
ま
ら
ず
、
其

の
唱
遺
す
る
産
業
組
合
主
義

は
叉
革
命
的

の
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
吾
人
は
更
に
産
業

.

組
A
呈

蓑

如
何
に
し
て
蕃

的
蒙

つ
黍

を
究
明
ず
・
に
非
嘉

ば
、
秀

+
分
に
・
毘

の
起
源
を
理
解

　
し
た
こ
は
云
は
れ
な
い
。
而
し
て
米
國

に
於
け
る
産
業
組
合
主
義
が
如
何
に
し
て
革
命
的

の
も

の
ご
な
つ
尭
か
を

請

文

碧

に
は
、
余
は
先
づ
同
國
に
於
け
・
蕩

組
合
溢

璽

震

給

…政
府
圭
養

の
關
係
の
窪

を
.
.

一
研
究

せ
ね
ば
な
ら
識
と
思
ふ
。
本
節
に
於
て
は
此

の
問
題
を
論
究
し
て
、
以
.て
正
W
W
の
起
源
を
闡
明
す
る
に
必

.

要
な
る
資
料
を
求
め
る
こ
ε
ご
す
る
。
.

隊
洲
何
れ
の
國
民

の
勢
働
運
動
の
獲
蓮
に
於
て
も
、
吾
人
は
肚
會
主
義
が
始
め
よ
り
直
接
叉
は
間
接

に
重
要
菰

.

る

一
勢
力
ご
喉
っ
て
居
る
こ
ご
を
見

る
が
、
米
姻
に
於
て
も
何
様
で
あ

る
。
併
し
特
に
勢
働
組
合
と
肚
會
主
義
ご



撫
　
濃
鰯
灘
　
　
蜘細螺

欝
欝
　
騰

～　

.

。
て
同
国
に
於
。
は
蕩

組
A
・
は
霧

嚢

・
・
響

・
て
蓬

・
て
居

・
・
而
し
て
か

、
る
揚
食

・
何
れ
の

癬
難
　　　　　　　縫

蹴
　講
灘
　

一

,
す
る
僧

は
甚
。
鍔

で
あ
っ
.た
が
、
.夢

な
・
事
塘

吉

・
、
殊
・
欝

組
合
書

室

書

芸

め
ん

羅

綴
織

論

説

茜

の
L
w
w
蕩

の
研
究
三
)

契

貧

誰

三

∵

山ハ
[
毛

引



論

説
.

米
国
の
L
W
W
連
動

の
研
究

(二
)

第

八
巻

(第
五
號

三
二
)

六

[
八

か
ら
説
述
し
始
め
て
、
其
の
後
、に
於
け
る
肚
會
主
義
暴

働
組
合
こ
の
關
係
の
獲
達
を
考
案

る
こ
蓬

宏

・

一
抑
々
千
八
百
七
十
年
代
の
始
め
に
至

る
ま
で
は
、
米
國
の
就
會
主
義
者
は
大
鵠
上

マ
ー
ル
ク
ス
主
義

の
国
際
主

…
義
婆

.フ

.ッ
サ

至

義

の
肚
會
民
羨

薦

奠

れ
、
両
派
は
種
・
な
る
問
題
に
就
て
見
蟹

異
に
し
て
居

つ

一
だ
。
殊
に
祉
會
主
義
的
勢
働
窯
の
組
織
の
根
本
問
題
、
及
び
政
治
的
活
動
ε
労
働
組
合
的
活
動
ご
の
關
係
に
就
て
、

馨

の
意
見
糞

な
・
て
居
っ
て
、
馨

・
禽

或
縫

携
鐘

だ
国
警

あ
・
た
・
國
墜

誰

は
国
際
的
組

.

轡

形
式
を
飽
羨

で
も
固
持
せ
ん
手

・
鋳

し

て
、
肚
會
民
羨

は
國
際
駒
組
磐

各
國

の
講

堂
…揺

等
利
益
す
薩

が
な
い
芸

ふ
理
由
に
よ
り
て
之
を
排
斥
し
、
而
し
て
強
固
な
・
国
民
的
羅

の
必
要
美

里

濃

し
だ
。
叉
國
際
嚢

涙
績

固
な
・
繋

組
禽

埋
設
を
根
本
的
に
重
要
視
し
、
蔑

際
主
震

蕩

の
繋

英

、
の
蓼

鑑

…

呈

し
商

禦

・
働
き
、
印
・
低
廉
・
赤

働
の
國
欝

墨

吉

彼
箸

保
護
す

る
團
膿
を
設
立
せ
ん
ε
す

る
に
…射
し
て
、
肚
會
民
主
涙
は
勢
働
政
策
に
關
レ
て
ラ
ッ
ず
レ
主
義

の
思

想
を

固

持

.

し
、
直
ち
に
政
治
的
活
動
超

す
ご
棊

切
芒

え
。
見
れ
亦
彼
笈

響
動
.翼
を
国
民
的
に
組
攣

鍔

.必
要
を

主
張
せ
る
主
要
な
る

「
理
由
で
あ

っ
だ
。
此
く
て
両
派

の
提
携
或
は
合
同
は
殆
ん
ざ
不
可
能
で
あ

る
が
如

く
に
見

-

魂

が
、
然
・
に
千
八
百
七
+
⊥
ハ年
ピ
ツ
ッ
で

ク
市
に
於
て
米
暴

働
醤

民
的
畜

回を
開
設
せ
ん
割

る
計

垂

が
起
る

に
當
て
、
敵
塁

讐

は
此
の
大
會
に
於
て
蕩

運
動
孟

會
主
義
化
す

る
好
機
會
が
與

へ
ら
れ
た

揺

じ
、
而
し
て
其
の
目
的
を
達
す
養

麓

は
、
先
づ
彼
替

身
が

薮

團
結
し
て
其
の
大
會
に
臨
む
必
要
を

碧

、
撃

て
同
大
會
の
開
か
る

巌

日
前
同
市
に
於
て
両
派
の
毒

を
催
ふ
し
、

「合
衆
騒

動
姦

」
を
組

.

織
し
π
の
で
あ
る
.

・五.人
・
蕃

除
臭

會
の
嚢

芸

「集

螺

働
者
塞

の
糊
健

よ
り
て
漂

釜

揚

、



…
が

如

何
に
行
ば
わ
だ
が

を
學

ぶ

こ
と

が
出
家
.る

の
で
馬、、其

の
綱
領
は
米
「國

に
於
.げ

る
肚
會

主
義

の
獲
,謹

上
甚
だ
、重
一

一
要

な

意
義

を
有
す

る
も

の
オ
思

ふ
。
併
し
藪

に
は
之
を
詳

し
く
論
述

す

る
暇

は

な

い
か
ら
、
個
ハ
之
れ

に
よ
り

て
.

如

何
に
而

振
が
調
和

さ
れ

え
か
を
示
す

に
止

め

て
置

く
が

、
先

づ
其
中

に
含

ま

る
》

「
原
理

の
宣

吉
」
.は

「
國
際

勢
働
者
協
會

の
本
則
に
よ

り
て
作
ら
れ
て
居

る
。
併

し
箆
際
的
要
求

の
大
部
分
経

會
民
主
涙

の
綱
領
中
よ
り

～採

用

さ
れ
れ
も

の
で
あ

る
。
而

し
て
此

の
黙

に
於

て
は
該

綱
領
は
千
八

百
七
十

五
年

の

ゴ
ー
タ
綱

領

に
大

に
類

似

じ

て
居

る
、
但

し

ゴ
ー
タ
綱
領
に

よ
り

て
濁

逸

に
於

け

る

マ
ー

ル
ク
ス
涙
肚

會
主
義

者

ご
う

ツ
サ

レ
涙
肚
會
主
義

者

あ

A
局

の
成
立

芸

こ
ご
は
、
米
国
に
於
け
る
両
,振

の
合
同
を
大
に
促
進

せ
重

囲
素
で
あ
重

云
は
れ
て

…
居
る
の
で
あ

る
。
併

し
政
治
的
活
動
及
び
職
業
組
合
主
義

に
關

し
て
は
該
綱
領
は
国
際
圭
㌶

の
主
張
を
採
用
し
、

一
勢
働
窯

の
勢
力
が
段

々
に
獲
達
し
て
、
政
治
上
相
當

の
影
響
を
及
ぼ
し
得

る
に
至
る
ま
で
は
、
其

の
政
治
的
活
動

を

一
般

に
議
會
を
し
て
勢
働
者
階
級
を
益
す
る
法
律
案
を
通
過
せ
し
め
る
斜
め
に
行

な
ふ
だ
け
に
限

り
、
主

こ
し

て
職
業
組
禽

、
即
ち
舞

的
活
動
に
方
塞

ぐ
こ
毫

宣
吉・
し
て
居
る
・
此
難

症

曹
長
表

の
譲
歩
生
爪

.

す
も
の
で
あ
る
。
併
し
黛

の
組
織

に
就
て
は
肚
會
民
主
振

の
主
張
が
採
用
せ
ら
れ
、

國
民
的

組

織
が

實

行
さ
れ

王

の
で
あ
る
。

,
、

…
「
合
衆
舞

働
叢

あ

綱
領
は
以
上
述
べ
し
が
如
く
に
、
國
墜

義
の
主
張
註

會
民
主
涙
の
圭
醤

を
蓼

…
に
結
曾

て
作
髭

、
以
・
両
舞

合
同
・
企
だ
て
乞

も
の
で
あ
る
・
併
し
砦

禽

計
甚

蕪

両
派
の
差
.

審

議

せ
・
む
・
・
茎

出
撃

、
爽

の
騎

は
矢
張
り
持
続
せ
ら
れ
・
蚤

に
鯉

て
粟

の
意
見
麓

一
々
衝
突

し

て
居

る
が
。
而
も
其

の
後

は
両
派

の
差

別
を

云

ひ
表

は
す

爲
め
に
、
國
際
主
義
者

及
び

ラ

ツ
サ

レ
・撮
せ

云

論

鼠

米
国
の
」
W
W
運
動
の
研
究
(二
)
.

第
八
巻

(第
五
號

三
三
)

六
一
九



論

説

米
国
の
L
影

講

の
研
究
三

)
.

災

巻

」
璽

號

三
四
二

三

。

ふ
琶
い
"日
葉
は
段
々
用
ひ
・
れ
・
く
な
り
、
之
れ
に
代
・
て
璽

馨

腱

璽

響

L及
ひ

薯

的
砒
璽

義
者
L
と
云
ふ
新
し
き
　目
薬
が
用
.ひ
・
れ
て
来
た
.
而
・
て
吾
人
・
之
澹

　

て
米
国
に
於
け

る
両
涯

の
糞

は
、
禁

的

に
は
如
何
な
る
黙

に
在

つ
な
か

を
明
ら
か
振

解

・
る

こ
羨

暴

・
の
で
あ
る
・要
す
る
に
膝

圭

一　難

鰭
鱗

鶏
罐

貨縫
鑓
離
翻
鍵
譲

藤

耀

警

厳嚢

麟

饗

肺難

繕

媛

.軽

卒せる後も、
.肚曾一

、、大熱
婆

鎌

鯵

難

噸馨

麹

難

難
韓

蟹

哺騨

一

旨

を
見
る
が
、

疲

的
に
云

.
は
千
八
・
九
+
年
頃
に
至
宝

で
・
、
欝

界
・
景
弩

良
好
な
る
特
.に
纏

蓋

A
、嚢

大
に
勢
力
を
振
ひ
、
之
に
反
し
て
舞

婁

・氣
・
歪

・
藩

鍍

治
襲

大
に
.勢
力
を
振
毛

欝

欝

鉾

縫
雛

驚
を繕

蕪

鎌

議
論
鰭

褻

か
ら
、来
れ
よ
り
敬
譲

は
大
に
勢

を
振
ふ
て
萎

.併
・
禿

百
・
+
・
窪

蕎

繁
募

褒

は
再
び
職

瀦
鮪難

轄
鑓

麩
馨

確
確罐
雛

鯛纏
縫
饗
婿

米
国
の
審

主
義
連
動
に
於
て
、東
部
の
響

に
於
・
・
警

護

笙

蓉

方
針
莚

掻

向
・
シ
カ
ゴ
及

.,



　
ぴ
中
書

部
の
幕

に
於
て
は
無
故
塁

藷

繋

馨

嚢

、
卸
三

種
・
革
命
撃

…
.

妾

あ

方
針

に
進
む
傾
向
、
蓑

「米
国
蕩

聯
A
・會
」
に
・
・
て
代
表
・
発

・
葎

・
・
職
業
組
合
嚢

の
方
針
垂

姦

拘

業

馨

し
麸

で
あ
る
が
、
L
毘

運
動
の
起
努

研
窪

於
三

米
騒

瑠

A
・會

の
建

は
如
何
な
る

意

義
書

す
る
。
結

節
に
於
て
究
明
し
奈

・
、
本
節
・
於
て
膣

毘

を
・
て
蕃

的
・
も
・
差

ら
し
め

一
な
る
質

。
究
明
す
る
資
督

し
て
、
純
綾

府
主
義

へ
暴

菱

ひ
無
政
府
主
語

職
業
馨

嚢

へ
の
.窪

一
に
就

て
少

し
く
論

じ
て
置

き
た

い

ε
思

ふ
。

　～

却
説
千
八
百
入
+
藷

於
・
・
藁

運
動
の
叢

・
よ
り
て
、「肚
會
蠹

毒

働
塞

笑

に
實

を
失

毯

・

薩

つ
相
。
封
ず
る
革
震

ご
蒋

誓

雰

・
・
萎

.
而
・
て
式

・
八
±

年
・
・
…

吏

於
て
蕃

一
的
肚
篁

讐

を
團
結

せ
し
む
る
爲
め
に
大
會

穣

・
れ
奈

、
芸

大
會

の
嚢

毒

ニ

ー

ヲ

ク
募

一
「
肚
欝

蕃

倶
樂
部
」
・
・
て
、営
農

洲
畿

府
嚢

嚢

・
ン
・
・
市
朱

部
.護

け
て
羅

せ
る
國

騒

　
民
協
會
L

(。
。
。
.昌
・①『旨
円
陣・。
嵩
四
;

・
・冨

・
豊

・
、・・
》
　

蕊

・
こ
、
即
ち

「
黒
畠

肇

磐

」

(H
蕊

】鐸…

.昌

.。

.昌

.
ρ。
コ
.
σ

ご
馨

・
る

・
も
の
桑

版
蓋

じ
て
、
葉

叢

な
・
思
馨

諄

・
も

の
で
あ
っ
光

比

の
」

一
大
禽

於

て
暴

響

・
政
治
的
活
動
・
排
斥
せ
・
れ
、
塁

組
合

甚

藷

原
理
に
基

づ
き
て
羅

す
る
の
必

縫
鷲
響
灘

鞭

難

ハ談

樹蕪
灘

纏
頭
簸
鐸
羅

.

し

て
其

の
際
新

に
設

立

さ
れ

た

る
國
民
的
一耽
會
主
義

團
艘

は

「革

命
的
.肚
會
[蕪
」
一日
ゴ
。
.肉
。
く
o
ぎ
賦
o
b
国
q

ω
o
ユ
巴
}。・斤

。
、
.巳

器

名

さ
れ
、
自
律
的

餐
⇔
小
園
.讐

緩
き
聯
合
書

し
て
組
轡

嚢

の
で
あ
る
・
併
し
後
彎

團
結
は

一

論

説

米
国
?

w
w
蕩

の
研
究
三
)

.

第
蓉

(第
五
號

・三
五
ニ

八
三

「

、



論

。

議

の
L
難

動
の
研
究
三
・

馨

釜

號

三
六
;

「二

灘
灘

騰
肇

繋

灘
鐸
欝
淋毒
鍵
難

,
ツ
ッ

ハ
ー
ク
凸.=
清
書
は
先
づ
聚

も
馨

・
、
亦
羅

・
緩

制
肇

ら
も
葱

・
現
代

の
答

懇

は
勢

.

巳



縮

縫
藷
　縫
蟻
凱難

雑
嚢
難

碗

一
置
目人
は
此
の
奇
怪
・
・
粗
葉

　

・
手
堅

・
て
肇

せ
ん
欝

に
・
響

に
於
て
行
　

る

諭

の
企
だ
て

は
悉
く
嚢

…

窪

、
叉
漿

・
於
・

も
攣

撰

磨

努
力
は
必
欝

血
　整

ら

購
鰹

靉
靆
撫
欝
欝
螺
矯

輪
鱗

藩
灘
難

鰹
　　叢

搬

辮

擁
鑛

耐嫉

羅

鑓

欝
徽聰

…
る
膣

旦
　目
書
は
夫
よ
3

「噴

の
成
就
せ
ん
ご
欲
す
・
も
.の
は
聖

明
醤

左

・
如
　

・
暮

し
て
居

論

説

謁

の
」
w
w
覇

の
研
究
三

)

第
八
巻

・奎

幌

三
七
ニ

八
三
=

」

.,



論

説

米
国
の
L
w
w
蕩

の
研
究
三

)

菱

巻
.
〔第
五
號

三
入
v

六
二
四

に
あ
ら
ゆ
る
手
段
、
即
ち
猛
烈
な
、
酷
薄
な
、
革
命
的

な
文
園
際
的
な
活
動
に
よ
り
て
、
現
在

の
階
級
的
支
配

を
破
壊
す
る
こ
ざ
、

望

産
.の
禦

曝
蕎

黛

誹

る
畠

肚
塞

設
辛

る
…

・

偉
商
業
及
び
利
潤
取
引
を
総

て
腰
止
し
、
生
産
組
合
に
よ
り
て
叉
彼

等
の
問
に
行
は
る
る
等
儂
生
産
物

の
自
由

交
換
を
獲
{達
さ
せ
る
こ
ご
、

侵
世
間
的

、
科
學
的
及
び
卒
誓
約
基
礎
の
上
に
男
女
に
封
ず
る
教
育
を
組
織
す
る
こ
度

価
男
女
叉

は
人
種

の
差
別
に
聞
せ
歩
、
絡

て
の
人

々
に
雫
等
の
権
利
を
認
む
る
こ
ε
、

　

ア

ェ
デ

ラ
リ

ス
タ
ツ
ク
へ
ベ
ト

シ
バ

一
国
聯
合
主
義

に
基
づ
き
、自
律
的
揚

立
)
な
る
團
盤

〔∩
。
…

　

;

血
　

。
重

星

間
に
締
結
さ
れ
る
自
由

契
約

に
よ
り

て

一
切

の
公
共

の
事

柄
を
規
制

す

る
こ

ご
、

…
。
ッ
ツ
バ
ー
ク
宴

口書

大
要
は
以
上
述

べ
し
が
如
き
も

の
に
し
て
、
つ
ま

り
、
国

色
國
際
圭
讐

L
思

想

及

び
主
張
を
約
説
せ
る
も

の
で
あ
る
。

而
し
て
黒
色
國
際
霧

は

當
聴

・三

i
・
「
ク
市

に
居
住
せ
る
モ
ス
ト

を

中
.雲

し
て
唱
導

ら
れ
、
同
市
は
米
國

に
於
け
・
該
主
義

震

源
地

で
あ

っ
奏

、
併
し
董

義

の
楽

者

は
間

も

な
く

シ
カ
ゴ
市

に
於
て

大

に
増

加
し

、
同
市

は
該

主
義

の
最
大
中
心

と
な

っ
た

こ
同
職

に
、
弦

に
無
政

府

主
要

職
業
組
合
霧

薬

結
合
さ
れ
て
、
佛
國

華

分
的
ナ
・
デ
・
リ
ズ
・
に
類
ザ
る
新

宝

嚢

起

っ
て
來

…
な
。
而
し
て
此
り
新
主
義

は
工
影

運
動
の
起
源
を
研
究
す
る
に
嘗
て
甚
だ
興
味
あ
る
も

の
で
あ
る
・

一
合
右

の
新

主
義

の
代
表
書

し

て
最

ξ

轟

な

る
地

位
を

占

め
て

居

つ
な

の
は

オ

ー
ζ

㌧

ス
ビ
ー
ス
及

承

。

"
バ
ー

ト
、
バ
ー

ル
・
ソ

ス

(言

鼻

移

:

・
呈

【び
・・;

　

　

)

で
あ

る
が
・
弦

に
彼
等

が
千
八

百
八

.



.

+
三
年
よ
,
千
倉

八
+
峯

に
至
　

・
経

・
・
唱
導

思

想
鼻

突

れ
・
基
づ
い
て
羅

さ
れ
た
る

.

来

國
金
銀

響

蓉

組
A昆

よ
亀

該
新
嚢

の
糞

を
述

べ
て
置

く
・

彼
等
は
先
。
漿

・
肚
留

理
磐

立
・
、
之
・
以
・
任
意
的
團
替

最

・
・
而

・
差

の
如
く
に
論
レ
て

居

る
.

「如
何
。
る
憲
法
も
葎

・
亦
鋳

も
人
・
を
團
結
せ
・
む
・
墾

・
必

'要
で
…

復

姦

何
な
る

結
A.或
は
團
結
瘤

て
拳

・
…

　

て
雲

出
・
れ
・
管

な
・
。
此
菩

も

・
は
つ
　

團
藝

成
立

.

要

る
後
に
其

の
議

憲

防
す

る
爲
・
、
或

は
他

の
島

に
之
を
運
用
す

・
矯
め
に
工
夫

さ
発

る
も

の
で
あ

る
.
團
結
を
落

す
る
細
め
に
倉

ま
・
・
工
夫
・
れ
・
・
網
・
…

農

芸

れ
・
其
の
謄

は
人
々
竺

雇

喜
ん
で
、
基

層
熱
.沿
に
團
結
す
る
で
あ
・
う
、
厘

・
無
限

・
よ
皇

成

就
・
・
で

あ
ら
う
・
五
節
人
品

。
。
規
則
及
篠

例
。
只
自
然
法

・
霧

・
干
渉
・
て
.
人
類

・
不
利
響

齎

芋

だ
け

の
も
の
で
あ
謹

箏

る
。
吾

人
は

國
家
肚

會
主
義

を
信

じ

な

い
云
々
」
。

歪

彼
葦

畢

組
A・実

量

讒

し
て
居
・
て
、
而
・
て
馨

・
新
説
・
特
色
錬

箕

の
黙
に
於
姦

毒

さ
れ
て
居
る
・
で
あ
る
が
、
盆

暮

考
・
・
磨

・
れ
ば
、
「國
墜

馨

は
嬰

組
A

是

於
て
漿

の
自

」
羅

霧

堪

的
團
讐

認
・
る
。
各
職
業
組
合
異

・
意
撃

・
愚

識
・
課

昆

係
争

・
鋸

中
の
郎

一
律
的
羅

で
勇

。
職
蓋

倉

資
奎

藷

釜

2

必
需

需

・
が
・
而

も
音
響

畠

協
働
組
磐

下

…
に
於
て
は
資
奎

諸

差

に
取
換

る
・
・
で
・
・
。
吾
人
・
友

・
、
國
際
圭
薔

決
・
て
繋

組
合
蕩

を

非
難
、
て
管

な
い
、五口人
・
只
馨

・
或
者
が
用
・
・
方
法
・
非
難

・
だ
け
で

あ
惹
㎡

し
て
或
人
々
基

,く

…

蕊

し
て
辱

な
い
標
で
あ
爽

吾
会

見
・
庭

・
脊

、資
奎

誇

馨

総

て
の
撃

組
食

饌

府

論

説

米
国
の
L
影

蕩

・
研
究
三

)

第
八
糞

第
五
號

=一九
)

六
二
五



講

読
.

米
国
の
売

遙

動
の
研
究
三

)

第
八
巻

〔錆
義

四
。
)

六
二
六

髭

義

墓

必
然
的

に
全
然

合
致

す
る
日

を
速

め

つ
・
あ

を
の
で
あ

る
」
・

而

し
て
右
の
撮

に
基
づ
い
て
難

・
れ
・
・
葉

駒
落

葉
組
倉

、
・米
國
禽

傷

者
聯
合
馨

L
(マ

乙
。
.p
≡

。
・
パ
。
「・。
扇

①
ユ
。
.p
↓一。
・
…

一。
・、

・
;

　

量

で

あ

る

が

、

其

の

「
原

理

暑

」
の

中

に

左

の
如

血

・ぞ

一
居

る
。
「夫
舞

働
の
解
放
舞

働
鷺

窺

制
に
よ
り
て
も
、亦
賃
銀

の
豫
嚢

を
作
製
す
を

薩

ポ

て
も
・

齎

ら
し
管

る
、
も

の
で
誤

。
よ
り
高
養

銀
或
は
よ
り
智

賄

に
封
ず
る
要
求
及
び
努
力
は
・假
令
許
容
.さ

廃

れ
ば
三

、
・
・
短
號

・
間
賃
舞

働
煮

生
獲

・
・
整

・す
る
藩

蒼

い
で
あ
ら
う
」
・
倉

組
轡

れ

　
て
居
。
が
如
き
撃

馨

羅

織

の
形
態
染

出茎

で
あ
・
の
は
、
是
れ
馨

は
「執
行
欝

海

せ
ら
る
永

敷

一
の
人

。
に
よ
り
て
統
御
・
れ
て
居
・
か
ら
で
あ

・
。
此
舞

人
・
は
如
何
に
馨

で
あ
っ
て

も
蕩

民
衆

の
眞

の

.

地
位
を
明

ら
か

に
観

識
す

る
こ
ε
が
出

来

な

い
、
更

に
之
れ

に
就

て
他

人

に
激

ゆ
る
に

は

「
層
適

し
な

い
」
。
,勢
働

者

は
倉

の
職
業
組
A
.
の
群

嚢

を
漸
駿

棄
し
て
・
雇

會
窺

制
度
を
全
慶
し
、
畠

霧

駆

け

る
生
産

誘

協
働
難

壁

つ
げ
・
新
制
馨

以
て
、
之
れ
に
代
ゆ

る
こ
謎

よ
り
て
の
み
、
只
鶴

者
は
蟹

さ
葎

る
」

一

芸

ふ
語
を
埜

要

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此

の
目
的
を
達

す
る
爲

詮

は
、
職
業
組
合
は
「
其

の
管
理
が

～少
数
者

の
手
に
集
中
さ
れ
ず
、
會
員
全
盤
の
意
志
に
基
づ
い
て
は
行
は
れ
、
各
會
員
は
進
歩

の
事
業
に
於
て
夫
.れ
夫

れ
自
分
の
役
目
を
演
ず
る
こ
津
即が
出
家
る
」
様
に
組
織

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
「
吾
人

の
團
膿
は
肚
會

の
新

し
き

篠

縛

し
て
、
其

の
會
、暴

書

す
重

校
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
其

の
新
し
き
條
件
の
完
備
す
る
聴

㎝
に
は
、
勢
働

者

は
常

に
彼

等
の
.目
的

を
裏
切

す

る
恐
れ
あ

る
小
敷

者

よ
り

、
何

等

の
干
渉

を
も
受

け
す

し
て
自

分

の
講

を
募

で
肇

す
る
で
あ
ら
う
」
.
同
鷺

「
吾
人
の
羅

は
其

の
會
員
を
し
で
・
彼
等
が
人
聾

し
て
生



治

す

る
を
得

る
に
適

す
る
報
酬

を
牧

め
し

む
る
こ
と
を
目

的

ε

す
る
」
。
併

し
如
何

な

る
事
情

の
下

に
於

て
も
疲

毎

は
政
治
に
訴

へ
て

は

な

轟

。
「
生
産
者
階
級

の
解
放
は
彼
替

身

の
努
力
に
よ
り
て
得
ら
ゑ

き
も
の
な
る

」
が
故
に
、
今
日

の
政
治
に
携
は
る
は
賢
明
で
な
い
」
。
之
に
反
し
て
「
勢
働
民
衆
の

}
切
の
直
接
奮
闘

に
謝
し
て
は
、

　
吾
人
は
最
と
も
充
分
な
る
同
情
を
有
す
る
の
で
あ
る
」
。
.

以
上
述

べ
し
だ
け
に
て
も
、
吾
人
は
千
八
百
八
十
五
年
に
設
立
さ
れ
た
る
「
米
国
金
属
勢
働
者
聯
合
総
合
」
の
主

張
が
、
如
何
に
佛
國
の
革
命
的

サ
ソ
デ
カ
リ
ズ
ム
の
主
張
に
類
似
し
℃
居

る
か
を
學
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
彼
等
は
職

一
業
組
合
を
以
て
組
成

の
軍
泣
こ
す
る
自
由
肚
會
を
渇

仰
し
、
中
央
集
権
的
組
織
を
排
斥
し
、
政
治
角
行
動
を
非
難

一
こ

、
而

し
て
之

に
反
し
て
直
接
行
動

を
高
調

し
て
居

る
の

で
、
若

し
之
れ

に
総

同
盟

罷
業
説
及

び

サ
.ボ

タ
ー
ヂ

ユ

一
の
親

念

を
加
ふ
れ

ば
、彼

等

の
主
張
は
佛

國

の
革
命
的

サ

ソ
ヂ
カ

ソ
ズ

ム
ご
殆
ん
ざ

一
致

レ
て

く

る
の
で
あ

る
・
さ

天

ぱ
五
・泳
若
し
、
影

の
前
身
粟

國
寡

働
運
動
圭

に
於
て
求
め
ん
手

る
な
ら
ば
・
去
れ
は
含

幾
多
の

…
學
者

の
考

へ
て
居

る
如
く

「
勢
働
ナ
イ
ト
會
」
で
は
な
く
し
て
、
「
米
國
金
騰
勢
働
者
聯
合
組
合
」
で
あ

る
と
云
は

有

ば
な
ら
ぬ
。
而
も
職
業
組
合
主
義
に
勤
抗

す
る
も
の
と
し
て
、
沸
業
組
合
主
義

の
観
念
を
意
識
的
に
確
立
し
て

居
ら
な
い
ご
云
ふ
黙
に
於

て
、
両
者
の
間
に
重
要
な
る
差
異
が
あ
る
ご
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
ビ
思
ふ
。

…
却
説
千
八
只

+
三
年
頃
・
、
り
し
て
「
黒
色
國
際
嚢

」
が
、
走

述

べ
し
が
如
能

無
故
塁

義
的
運
動
を
起

毛

、
文
典

思

想
が

シ
カ
最

に
於
て
職
業
組
A
呈

誓

結
食

れ

て
、
一
種

の
革
命
的

ず
・
ヂ
が
妾

参

産
み

噛

し
だ
の
で
あ
る
が
、
此
の
際
更
に
弄

色
國
際
主
義
言

馨

ら
を

も

の
が
叉
盛
ん
に
運
動
を
起

し
て
來
た
・
併

　
ヲ

…
し
此

の
「赤
毛
国
際
主
義
言

稠
せ
ら
る
.土

掘
は
、
矢
張
り

・
ソ
ド

・
に
本
部
を
有
す
る
無
政
府
主
義
的
鶴

画

論

説

米
国
の
」
W
W
運
動
の
研
究
(
二
)

第
八
巷

〔
第
五
號

四

;

六
二
七

亀



護

米
。
の
L
妻

動
の
研
究
三
)

・
入
費

暴

四
三

・三

入

'

際
餐

協
會
L
・
加
入
・
て
居

・
・
に
係
纂

、
國
鑑

空

華

奉
・
・
而
・
て

現
時
の
政
讐

し
て
ば
政
治

一
的

行
動

に
も

、
亦
暴

力
手
段

に
も
反
射
し

て
居

っ
た

の
で
あ

る
。

、

一
死
,
。
此
頃
。
濯

篁

義
募

鯉

L
・
「
黒
色
國
墜

馨

」
・
團
讐

、
「赤
畿

際
主
著

」
の
團
讐

に

.

薯

さ
れ
。
其
。
勢

笑

・
莚

・
・
。
而
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鐘
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亦
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